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C u r r e n t  &  E n c o u n t e r

社団法人　日本図書館協会 
理事・事務局次長 

常世田　良 
とこ よ  だ 　　りょう 

●
巻
頭
言
「
情
報
政
策
と
し
て
の
図
書
館
の
役
割
」
常
世
田
良 

●
新
航
路
「
豊
島
区
図
書
館
経
営
協
議
会
発
足
」 

●
生
涯
の
一
冊
「
そ
う
か
、
も
う
君
は
い
な
い
の
か
」
中
村
丈
一 

●
区
内
６
大
学
図
書
館
の
紹
介
「
学
習
院
大
学
」 

●
お
店
探
訪
・
豊
島
区
伝
統
工
芸 

●
２
月
１５
日
特
別
講
演
会
の
お
知
ら
せ
・
明
治
女
学
校
百
年
 

新航路【9】 

　
昨
年
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の

破
綻
を
発
端
に
金
融
問
題
が
発
生
し
、

景
気
回
復
の
兆
し
が
一
転
し
て
、
年

末
だ
と
い
う
の
に
職
を
失
う
方
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
知
合
い
の
あ
る
会
社
経

営
者
は
一
年
以
上
前
か
ら
こ
の
事
態
を
予
測

し
て
い
て
私
に
も
説
明
を
し
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
つ
ま
り
正
確
な
情
報
と
適
切
な
分
析
力

を
も
っ
て
い
れ
ば
、
危
険
を
回
避
で
き
る
と
い

う
好
例
で
す
。
し
か
し
問
題
は
、
現
在
の
わ

が
国
で
は
、
こ
の
よ
う
な
重
要
な
情
報
が
市

民
に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
す
。

た
と
え
ば
「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
つ
い
て
も
、

昨
年
は
こ
れ
ま
で
で
最
大
の
被
害
金
額
で
あ
っ

た
の
に
、
私
た
ち
の
手
元
に
は
具
体
的
な
情

報
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ

最
大
の
被
害
が
発
生
し
た
の
で
す
。
情
報
が

溢
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
実

は
生
命
、
財
産
に
影
響
す
る
よ
う
な
重
要
な

情
報
は
市
民
に
届
い
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま

い
わ
ゆ
る
「
自
己
判
断
自
己
責
任
」
型
の
社

会
へ
突
入
し
て
し
ま
っ
て
、
我
々
の
生
活
の
安

全
は
保
障
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
昨
年
１１
月
、
中
央
図
書
館
の
あ
る
「
あ

う
る
す
ぽ
っ
と
」
と
「
自
由
学
園
明
日
館
」

に
お
い
て
「
時
代
を
変
え
る
　
図
書
館
サ
ミ
ッ

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
立
国
会
図
書

館
長
の
長
尾
真
氏
、
作
家
の
阿
刀
田
高
氏
を

は
じ
め
と
し
て
、
市
民
、
書
店
経
営
者
、
出

版
流
通
関
係
者
、
学
識
経
験
者
、
教
育
関

係
者
、
行
政
関
係
者
、
図
書
館
関
係
者
な

ど
多
数
の
論
客
が
集
い
、
活
字
離
れ
の
解
消
、

図
書
館
を
有
効
活
用
し
た
地
域
社
会
の
再

生
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
区
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
一
自
治
体
が
図
書
館

を
テ
ー
マ
と
し
た
、
こ
の
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
す
る
こ
と
は
極
め
て
稀
な
こ
と
で
す
。

そ
の
議
論
の
中
で
、
市
民
の
生
活
、
健
康
、

仕
事
な
ど
を
守
る
た
め
に
高
度
な
情
報
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
べ
き
だ
と
い
う
や
り
と
り
が
あ
り

ま
し
た
。
欧
米
の
図
書
館
で
は
当
り
前
の
サ

ー
ビ
ス
で
す
が
、
我
が
国
で
は
ま
だ
一
部
の
図

書
館
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
今
年
は
こ
の
よ
う
な
図
書
館
が
増
え
て
、

正
し
い
判
断
す
る
た
め
の
情
報
が
提
供
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
こ
し
で
も
市
民
の
生
活

が
守
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

　
昭
和
２５
年
生
。
元
浦
安
市
立
図
書
館
館
長
。

平
成
１７
年
よ
り
現
職
。
ほ
か
に
文
部
科
学
省

「
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
在
り
方
検
討
協
力
者

会
議
」
委
員
な
ど
。「
時
代
を
変
え
る
　
図

書
館
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、
実
行
委
員
を
務
め
た
。

著
書
『
浦
安
図
書
館
に
で
き
る
こ
と
―
図
書

館
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』（
勁
草
書
房
）。 

「
洒
落
た
書
物
」 

豊
島
区
図
書
館
行
政
政
策
顧
問 

粕
谷
　
一
希 

 

　
野
中
邦
子
さ
ん
の
訳
書
『
図
書
館
愛
書

家
の
楽
園
』（
ア
ル
ベ
ル
ト
・
マ
ン
グ
ェ
ル
著
）
が

白
水
社
か
ら
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
著
者
は

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
生
れ
、
各
地
を
放
浪
し
た
の
ち
、

カ
ナ
ダ
に
２０
年
住
み
、
現
在
は
フ
ラ
ン
ス
在
住
、

エ
ッ
セ
イ
、
戯
曲
、
ラ
ジ
オ
、
ド
ラ
マ
な
ど
も
手

が
け
る
才
人
ら
し
い
。
か
つ
て
、
清
水
徹
も
『
書

物
に
つ
い
て
―
そ
の
形
而
下
学
と
形
而
上
学
―

』

（
岩
波
書
店
　
二
〇
〇
一
年
）
と
い
う
書
物
を

書
い
て
、「
オ
ヤ
？
」
と
思
わ
せ
た
が
、
マ
ン
グ
ェ

ル
の
著
書
は
そ
れ
以
上
に
凝
っ
て
い
る
。
活
字
な

ど
を
め
ぐ
っ
て
騒
々
し
い
議
論
が
続
い
て
い
る
と
き
、

こ
う
し
た
落
ち
着
い
た
発
想
の
書
物
が
静
か
に

刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
、
主
張
を
も

っ
て
お
り
、
図
書
館
と
し
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で

あ
る
。 

　
神
話
と
し
て
の
図
書
館
に
始
ま
り
、
秩
序
、

空
間
、
権
力
、
影
、
形
体
、
偶
然
、
仕

事
場
、
心
の
あ
り
方
、
孤
島
、
空
想
…
お

よ
そ
想
像
し
う
る
図
書
館
の
様
相
を
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
描
い
て
み
せ
る
。 

　
ま
さ
に
、
図
書
館
は
人
々
に
さ
ま
ざ
ま
な

知
的
快
楽
を
与
え
る
楽
園
で
あ
る
の
だ
。
ま
た

人
類
が
図
書
館
に
捧
げ
て
き
た
多
様
な
情
熱

は
、
そ
れ
自
体
、
多
く
の
物
語
を
生
ん
だ
。 

　
わ
れ
わ
れ
の
図
書
館
も
ま
た
、
小
さ
な
、
さ

さ
や
か
な
図
書
館
だ
が
、
書
物
と
の
出
会
い
を

通
し
て
、
人
間
と
い
う
存
在
が
、
如
何
に
多

様
で
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
か
を
実
感
す
る
場

所
で
あ
る
と
思
う
。
書
物
は
、
わ
れ
わ
れ
の
友

人
、
時
間
と
空
間
を
越
え
た
知
己
で
あ
る
と

思
う
。
わ
れ
わ
れ
は
家
族
や
学
校
の
友
達
、

会
社
の
同
僚
と
いっ
た
人
間
関
係
を
越
え
、
地

球
の
裏
側
で
あ
れ
、
数
百
年
前
の
異
民
族
で

あ
れ
、
同
じ
人
間
性
を
生
き
た
同
胞
と
し
て

実
感
で
き
る
の
だ
。 

　
図
書
館
は
単
な
る
蔵
書
の
空
間
で
は
な
い
。

未
知
な
書
物
と
の
偶
然
の
出
会
い
が
、
自
分

を
変
え
、
世
界
の
見
方
を
変
え
、
そ
し
て
運

命
を
変
え
て
行
く
の
だ
。
そ
の
ド
ラ
マ
を
信
ず

る
者
達
こ
そ
、
読
書
人
で
あ
り
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ア
ン
と
名
乗
る
こ
と
が
で
き
る
と
いっ
て
よ
い
だ
ろ
う
。 
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「
情
報
政
策
と
し
て
の
図
書
館
の
役
割
」 

　図書館通信第７号でも触れましたが、１２月１日、豊島区図書館

経営協議会規則が施行になり、正式に豊島区図書館経営協議会

が発足しました。そして、１２月１０日、第１回目の会議が開催されま

した。当日は、区長から委員に対し委嘱状を交付し、その後、区

長あいさつ、豊島区参与（図書館行政政策顧問）あいさつ、委

員の自己紹介と続きました。その後、会長、副会長が選出され、

会長には糸賀委員、副会長には松木委員が就任いたしました。今

回は、豊島区図書館経営協議会の概要をお知らせいたします。 

 

 豊島区図書館経営協議会の概要 
１　設置目的 

　豊島区の図書館行政における区民の参画を推進し、透明性を

確保するとともに、図書館サービスの向上を図るため。 

２　所掌事項 

　豊島区立図書館の経営評価その他の図書館政策について、意

見を述べ、又は提言を行う。豊島区立中央図書館長は、協議会

の意見又は提言を尊重し、図書館経営及び運営に反映させるよう

努める。 

３　組織 

　第１期の委員は、以下の１２名です。 

（１）学識経験者 ２名 

（２）教育委員会委員 １名 

（３）豊島区立小中学校長 ２名 

（４）としま図書館ネットワーク代表者 ２名 

（５）図書館利用者代表（区民） ２名 

（６）図書館ボランティア代表者 １名 

（７）豊島区参与（図書館行政政策顧問） １名 

（８）図書館課職員（区立中央図書館長） １名 

４　任期 

　原則２年。ただし、第１期の委員の任期は、約２年４か月です。 

５　会議の公開 

　原則公開です。議事録は行政情報コーナーや区のホームページ

で公開する予定です。ただし、議事内容によっては、委員の議決

で非公開となる場合があります。 

 

 第１回会議内容について 
　今回は、委員同士の初の顔合わせでもあり、具体的な審議の時

間はそれほど長くはありませんでしたが、それでも委員の皆様から

は活発な意見が出され、事務局として大変心強く感じました。今後、

年間４回のペースで開催され、協議会の意見が豊島区の図書館行

政に反映されていくことで、より開かれた図書館経営が実現してい

くことでしょう。次回は、２月中旬～3月中旬に開催される予定です。

なお、今回の報告事項、協議事項は以下のとおりです。協議事項

については、次回から実質的な議論に入っていきます。 

（１）報告事項 

　①図書館運営専門員の設置②図書館サミット実施結果③としま

図書館ネットワークの設置④貸出停止開始日の変更等⑤館内閲覧

調査結果 

（２）協議事項 

　①閲覧席への利用時間制限の導入②平成２１年度新規・拡充

事業提案書概要③Ｗｅｂ図書館について④学校図書のデータベー

ス構築について⑤利用者満足度調査について 
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生涯の一冊 
（9） 

上池袋図書館がお薦めする本  

「素敵な恋がしたいときに読む本」 

2

『そうか、もう君はいないのか』
（平成２０年） 
著者　城山三郎 
発行　（株）新潮社 

創立から５０周年を迎えた豊島区町会連合会の会長。永年、地
域に尽くした功績で、総務大臣、都知事の表彰があり、平成１７
年１１月瑞宝双光章の叙勲には夫人と共に参列された。 

 

「〝
救
い
〞を
求
め
る
思
い
で
」 

　
あ
と
１
年
で
金
婚
式
を
迎
え
る
、
と
い
う
妻
を
私
は
平
成
２０
年
５
月
に
失
っ
た
。

胆
嚢
癌
と
宣
告
さ
れ
て
か
ら
２
か
月
半
ば
か
り
の
生
命
だ
っ
た
。
そ
の
２
か
月
半
と

い
う
日
々
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
今
で
も
思
う
。「
覚
悟
」
を
固
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
間
だ
と
、
だ
れ
が
思
い
切
れ
る
の
だ
ろ
う
。
日
々
に
深
ま
る
絶
望
と
向

き
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
悲
痛
は
、
こ
と
ば
で
言
い
表
せ
る
も
の
で
は
な
い
。 

　
妻
が
逝
っ
て
、
そ
れ
は
身
体
的
な
苦
痛
で
さ
え
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
私
は

何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ぼ
う
然
と
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
こ
ん
な
大
変
な
と

き
に
、
扶
け
て
く
れ
る
妻
が
い
な
い
の
だ
。
な
ぜ
い
な
い
の
か
、
自
分
に
説
明
し
納

得
で
き
る
も
の
が
全
く
な
か
っ
た
。 

　
こ
の
混
迷
の
思
い
の
中
で
手
に
と
っ
た
の
が
、
城
山
三
郎
の
『
そ
う
か
、
も
う
君

は
い
な
い
の
か
』
だ
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
癌
で
夫
人
を
失
っ
た
著
者
が
、
夫
人
の
死

を
自
分
に
ど
う
納
得
さ
せ
た
か
、
私
は
救
い
を
求
め
る
気
持
ち
で
こ
の
本
を
む
さ
ぼ
り

読
ん
だ
。 

　
妻
の
死
、
と
い
う
事
実
は
、
遺
さ
れ
た
夫
に
と
っ
て
受
け
入
れ
難
い
不
条
理
で
あ
る
。

ふ
と
ふ
り
返
る
と
、
そ
こ
に
い
る
は
ず
の
妻
が
い
な
い
。
そ
れ
に
気
づ
い
て
、「
そ
う
か
、

も
う
君
は
い
な
い
の
か
」
と
呟
や
か
ざ
る
を
え
な
い
悲
痛
は
、
著
者
の
も
の
で
も
あ
り
、

同
時
に
私
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。「
い
な
い
」
こ
と
を
確
か
め
る
そ
の
空
虚
感
は
埋
め
き
れ

な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
著
者
と
私
と
、
同
じ
こ
こ
ろ
を
共
有
し
た
よ
う
な
気
が
し
た
。 

　
亡
き
妻
は
読
書
を
好
み
、
晩
年
は
『
源
氏
物
語
』
を
読
み
出
し
て
い
た
。
一
冊
の

本
に
救
い
を
求
め
る
私
を
見
た
ら
何
と
言
う
だ
ろ
う
。
生
前
の
、「
人
さ
ま
に
尽
く
す

今
の
仕
事
を
や
め
て
は
絶
対
に
い
け
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
い
た
妻
の
言
葉
は
、
遺
言
の
よ

う
に
胸
に
こ
だ
ま
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
仕
事
を
語
り
か
け
る
妻
は
、
ど
こ
に
も
「
い

な
い
」
の
だ
。 

書　名　 

『いにしえからのラブレター』 
せつなくて 
著者名　ryo（りょう） 

出版社　ヴィレッジブックス 

所蔵館　上池袋 

※本書は絶版となっています。 

 

　「古今和歌集」「新古今和歌集」の中から選ばれた恋の歌。五・七・五・

七・七、三十一文字に想いをこめて詠んだ歌と今の言葉にアレンジした訳、

そして英語訳。よく理解できなかった歌も身近に感じることでしょう。千年

の時を越えて、いにしえの人々と恋心をわかちあいませんか。 

書　名　 

『君に書かずにはいられない』
ひとりの女性に届いた 
四〇〇通の恋文 
著者名　中丸　美繪 

出版社　白水社 

所蔵館　中央・上池袋 

 

　「美しい少女に一目ぼれした青年は400通の恋文を書いた」これは実在し

た物語です。青年は、戦前の元日本代表サッカー選手、実業家の故篠島秀

雄氏。少女は後に妻となる春枝氏。ただひとりのかけがえのない人にむけて、

純粋に、真摯に自らの胸の内を書いています。「愛し、愛され、これほど幸

福なことが世にあろうか」彼の言葉が実感できるのではないでしょうか。 書　名　『トメック』 
　　　　サカサマ川の水1 
著者名　ジャン=クロード・ムルルヴァ／作 

　　　　堀内　紅子／訳 

　　　　平澤　朋子／画 

出版社　福音館書店 

所蔵館　中央・駒込・上池袋・目白 

 

　村のはずれのよろずやで働くトメックのも

とに、ある日、不死の水を探しているとい

う少女がやってきました。一目で恋したトメ

ックは少女を追いかけ、自分も旅に出たの

です。 

　トメックを待ち受けていたのは・・・ 

　少女が主人公の『ハンナ』も読んでみて

ください。 

児童向け 

　『図書館通信』第９号「ボランティア紹介」ひかり

文庫点訳研究会の記事内容に多々誤りがありました。

特に「ボランティアさんは裏側からの点字でないと読

めない」という文は明らかな誤りです。点訳研究会

会員の皆様は、点字を眼で読み、表側の凸面、裏

側の凹面の両面から読むことができ、どちら側で読む

かは個人により異なるということです。又、記事内容

の一部に不適切な表現があり、関係者の皆様に多

大なご迷惑をお掛けしましたことを深くお詫びいたしま

す。 

 

　前号の補足記事として「ひかり文庫点訳研究会」

の活動・点訳の進め方を改めて紹介いたします。 

　現在、会員数は約４５名、原則として毎週火曜日

午前１０時～午後３時迄、豊島区立中央図書館内の

会議室で活動しています。ひかり文庫からの点訳依

頼（蔵書）と、ひかり文庫を通した個人依頼の二種

類ありますが、一冊の本を数人で分けて担当するので、

統一のとれた点訳をするためには、毎週の打ち合わ

せは欠かせません。 

　本が届いたら、何人か担当を決め、その中からチ

ーフ（まとめ役）を決めます。チーフは本全体を読み

レイアウトを考え、何巻になるか予想するために少し

打ってみた後、各 に々分担します。各自は、不明な

漢字の読み、特に地名や固有名詞は必ず調べて確

認し、話し合い、本の中で統一を図ります。点訳は

各自、自宅で行い、自己校正の後、点訳者間で相

互校正、続いて点訳者以外の会員による第一校正

をし、最終校正として、点字指導員による触読校正

を行います。１巻の点字本は、点字両面でおよそ８０枚、

原本によりますが、点字本は２～５・６巻になります。 

　一冊の活字本が点字本として完成するまで早くて、

２、３ケ月　長いものは半年以上かかるものもあります。

点訳は時間と根気のいる地道な作業ですが、皆で

協力して本が出来上がった時はとても嬉しく達成感

があります。とお聞きしました。 

の誤記載について（お詫び） ボ ラ ン テ ィ ア 紹 介  ボ ラ ン テ ィ ア 紹 介  

小学生の部「あったらいいなこんな図書館」 
【最優秀賞】 
丸目　容子さん　　豊島区立朋有小学校一年 
【優 秀 賞】 
富澤　明佳さん　　豊島区立目白小学校五年 
【佳　　作】 
櫻井　華子さん　　豊島区立駒込小学校六年 
甲斐　純玲さん　　豊島区立清和小学校一年 
大野　理瑠さん　　豊島区立朋有小学校一年 
菅原　雲花さん　　豊島区立池袋第二小学校六年 
工藤　颯太さん　　東京学芸大学附属世田谷小学校三年 
新村　公香さん　　お茶の水女子大学附属小学校六年 

中学生の部「夢の図書館」 
【最優秀賞】 
菊地　敬仁さん　　　豊島区立駒込中学校一年 
【優 秀 賞】 
上野　杏奈さん　　　城西大学附属城西中学校三年 
【佳　　作】 
岡　　ひとみさん　　豊島区立巣鴨北中学校三年 
池田　彬さん　　　　豊島区立西池袋中学校二年 
本橋　可奈子さん　　豊島区立千川中学校一年 
東　　美佑さん　　　豊島岡女子学園中学校二年 
北野　綾香さん　　　豊島岡女子学園中学校二年 
熊坂　唯さん　　　　城西大学附属城西中学校一年 

高校生以上の部「図書館に期待すること」 
【最優秀賞】 
浅利　浩之さん　　　豊島区在住 
【優 秀 賞】 
府川　智行さん　　　早稲田大学大隈記念大学院 
【佳　　作】 
川　　隆太郎さん　　巣鴨学園高等学校一年 
大平　拓さん　　　　立教池袋高等学校二年 
野津　万里香さん　　練馬区在住 
丸茂　佳子さん　　　横浜市在住 

１２月１３日（土）にあうるすぽっと会議室で小学生の部、中学生の部、高校生以上の部の優秀作品の表彰をしました。受賞者は、次のとおりです 

「時代を変える 図書館サミット」開催記念　作文コンクール表彰式を行いました。 

豊島区町会連合会会長 

中村　丈一 

た
ん
の
う
が
ん 

た
す 
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「 学 習 院 大 学 」 編  

豊島区伝統工芸保存会会員の 
皆様をご紹介します。 

豊島区伝統工芸 

3

◆ 

友
好
の
架
け
橋
と
し
て 

　
駒
込
駅
か
ら
染
井
吉
野
桜
記
念
公
園
を
抜
け
て
２
０
０
ｍ
ほ
ど
歩
い
た
住

宅
地
に
建
つ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
５
階
に
、
江
戸
凧
　
加
藤
秀
吉
さ
ん
の
自
宅
兼

工
房
が
あ
る
。 

　
加
藤
さ
ん
は
、
化
粧
品
製
造
会
社
に
勤
め
な
が
ら
、
４０
代
後
半
に
青

森
県
弘
前
市
の
津
軽
武
者
絵
凧
の
第
一
人
者
で
あ
る
中
野
敬
三
氏
に
師
事
し
、
の
ち
に

江
戸
武
者
絵
凧
の
橋
本
禎
造
氏
の
画
風
に
影
響
を
受
け
て
、
３２
年
間
、
江
戸
凧
を
描
き
続
け
て
い
る
。 

　
江
戸
凧
は
、
武
者
絵
凧
、
歌
舞
伎
凧
、
奴
凧
な
ど
が
あ
る
が
、
加
藤
さ
ん
は
源
平
合
戦
や
戦
国
時
代
の
武

将
を
図
柄
と
し
た
武
者
絵
の
勇
ま
し
さ
と
精
細
さ
に
惹
か
れ
、
作
品
の
半
数
は
、
江
戸
武
者
絵
凧
で
あ
る
。 

　
材
料
で
あ
る
岐
阜
県
の
美
濃
和
紙
ま
た
は
西
の
内
と
い
う
高
級
和
紙
に
下
絵
を
写
し
、
墨
と
染
料
（
赤
、

黄
、
青
、
紫
、
緑
）
の
６
色
を
毛
筆
と
刷
毛
を
使
っ
て
、
色
の
薄
い
順
に
塗
り
、
最
後
に
墨
で
線
を
は
っ
き
り

書
き
上
げ
る
。
竹
ひ
ご
で
作
っ
た
骨
を
組
み
、
凧
糸
で
糸
目
を
結
び
仕
上
げ
る
。
加
藤
さ
ん
の
作
品
の
特
徴

は
、
金
粉
と
銀
粉
に
膠
の
水
溶
液
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
を
甲
冑
に
金
、
刀
剣
に
銀
を
塗
り
画
く
。
ま
た
、

鎧
と
兜
の
研
究
を
重
ね
て
、
よ
り
写
実
的
な
画
風
に
仕
上
げ
て
い
る
。 

　
平
成
１６
年
に
、
豊
島
区
と
山
形
県
遊
佐
町
と
の
友
好
都
市
協
定
締
結
記
念
品
の
製
作
、
平
成
１９
年
に
は
、

防
災
サ
ミ
ッ
ト
記
念
品
の
製
作
な
ど
、
豊
島
区
と
友
好
都
市
の
架
け
橋
と
し
て
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
製
作

活
動
の
ほ
か
、
区
立
施
設
で
開
催
す
る
伝
統
工
芸
教
室
や
区
立
小
学
校
の
総
合
学
習
授
業
で
実
技
指
導
を
行

う
な
ど
、
江
戸
凧
の
伝
統
文
化
を
今
に
伝
え
て
い
る
。 

　
今
回
の
取
材
の
際
に
見
せ
て
い
た
だ
い
た
伝
統
工
芸
展
で
の
写
真

の
１
コ
マ
に
、
実
演
す
る
加
藤
さ
ん
の
技
を
真
剣
な
眼
差
し
で
見
て

い
る
小
学
生
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
が
、
微
笑
ま
し
く
、
心
温
ま
る

写
真
で
あ
っ
た
。 

※
膠
と
は
、
動
物
の
皮
や
骨
な
ど
か
ら
作
ら
れ
、
接
着
剤
に
な
ど

に
使
う
も
の
。 

※
甲
冑
と
は
、
昔
の
武
士
が
戦
い
の
と
き
に
身
に
つ
け
た
武
具
。 

「
日
本
文
化
を
守
る
」 

　
株
式
会
社
マ
ス
ミ
は
昭
和
４３
年
よ
り
折
戸
通
り
沿
い
文
京
高
校
の
斜
め
向
か
い
の
信
号
の
角
に

襖
、
表
装
材
、
和
紙
、
西
陣
裂
地
な
ど
の
卸
・
小
売
り
の
店
と
し
て
開
業
。
創
業
は
そ
の
２０
年
前

に
店
の
３０
ｍ
奥
に
襖
の
製
造
工
場
を
構
え
東
京
、
和
歌
山
、
茨
城
の
３
箇
所
で
襖
の
製
造
を
し
て
一

時
は
全
国
で
ト
ッ
プ
の
襖
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
生
活
様
式
が
日
本
間
か
ら
洋
間
へ

と
移
り
変
り
襖
の
需
要
も
年
々
減
少
し
た
た
め
、
和
の
イ
ン
テ
リ
ア
や
掛
軸
、
屏
風
な
ど
表
装
を

中
心
と
し
た
伝
統
文
化
を
発
信
す
る
会
社
へ
と
移
行
し
て
き
ま
し
た
。 

　
２
０
０
１
年
秋
に
店
舗
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
１
階
を
和
紙
、
裂
地
な
ど
の
材
料
に
加
え
掛
軸
、
屏

風
、
額
な
ど
作
家
の
作
品
、
和
紙
灯
り
や
陶
芸
作
品
な
ど
の
展
示
販
売
を
、
２
階
に
は
ギ
ャ
ラ
リ

ー
マ
ス
ミ
を
開
設
し
展
覧
会
や
演
奏
会
な
ど
を
企
画
。
奥
の
工
場
跡
に
は
表
装
の
道
場
を
設
け
一

般
の
人
や
作
家
等
に
掛
軸
、
屏
風
作
り
の
表
装
教
室
を
は
じ
め
書
、
南
画
、
和
綴
じ
、
陶
芸
、

篠
笛
、
鼓
、
舞
踊
の
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
２
０
０
６
年
に
は
漆
を
熟
成
さ
せ
て
い
た
室
（
む
ろ
）
を
改
装
し
、
多
目
的
ホ
ー
ル
〝
マ
ス
ミ
ア
ー

ト
ス
ペ
ー
ス
・M

U
R
O

〞
を
開
設
。
舞
踊
、
落
語
か
ら
邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
幅
広
く
伝
統
芸
能
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。 

　
大
英
博
物
館
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
な
ど
海
外
の
美
術
館

か
ら
も
手
漉
き
和
紙
や
桐
箱
、
修
復
材
料
な
ど
を
購
入
す

る
た
め
訪
問
さ
れ
た
り
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
か
ら
も
教
室
に

参
加
す
る
人
が
来
ら
れ
ま
す
。
古
き
良
き
伝
統
文
化
を
継

承
し
な
が
ら
現
代
に
通
用
す
る
も
の
を
皆
さ
ん
で
体
験
し
追

及
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
マ
ス
ミ
が
日
本
文
化
発

信
基
地
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

江戸凧　　加藤　秀吉さん 

学習院大学図書館 
●住　　所：豊島区目白１－５－１ 
●電話番号：０３－３９８６－０２２１（代表） 
●U R L：http://www.gakushuin.ac.jp/univ/glim/ 
●交通案内：JR山手線「目白駅」徒歩３０秒 

～株式会社 マスミ～ 

代表取締役　横尾　靖さん 

　弘化4年（1847年）京都で開講の後、明治10年（1877年）にあらためて

神田錦町で開業し131年、その後目白の地に移転して、ちょうど100年を迎え

た学習院大学は、豊かな緑に包まれたキャンパスが特徴です。現在、法学部、

経済学部がそれぞれ2学科、文学部7学科及び理学部3学科（来年度より4学

科）並びに専門職大学院と大学院があります。多くの学生、研究者の学業と研

究を支えている大学図書館には、長い歴史を物語る貴重な資料があります。 

●大学図書館は、日本近代建築の巨匠　前川國男氏の

設計により建築され、昭和３９年にオープンしました。 

●明治以前からの貴重な和漢古書や洋書など数多くの貴

重資料と特色ある文庫を所蔵しています。 

 

 

●大学図書館は約４３万冊、各学部・学科の図書室や研

究施設を含めると大学全体で約１５６万冊の蔵書数とな

っています。 

●研究等に幅広く必要な資料が活用できる、近郊の１０大

学との相互利用制度があります。 

特　　色 

蔵書数と特徴 

●大学図書館の閲覧利用を希望される方は、

豊島区立図書館に利用願を提出し、申請

に必要な利用許可願を発行します（一定

の利用資格要件があります）。大学図書

館の窓口に利用許可願と身分証を持参し、

申請すると利用証が発行してもらえます。 

 

 

●レファレンスカウンターでは、文学、歴史、

美術史を中心とした各分野のレファレン

ス質問に対応しています。また、「学習院」

の歴史研究においても大いに役立ってい

ます。 

●学生を対象とした図書館セミナー、情報

リテラシーセミナーを企画し、好評を得

ています。 

利用方法 

図書館PR

西
坂
門 

J
R
目
白
駅
 

 

To
池
袋 

To
新
宿 

正門 西門 

生涯学習センター 

J
R
山
手
線
 

学習院大学 

●切手●切手の博物館博物館 ●切手の博物館 

●三井住友BK
To江戸川線 To環7目白通り 

戦国時代の砲術家、伊賀守
直家の「稲富流（いなとみ
りゅう）砲術伝授書」（慶長
１２年、慶長１５年）伝書に描
かれた数多くの射撃姿勢図は、
色彩豊かに、打ち方の要領
を明確に示すため「ふんどし」
ひとつの裸姿で描かれている。 

大学図書館正面入口　地上３階の建物 

正門 

に
か
わ 

す 

か
っ
ち
ゅ
う 

に
か
わ 

か
っ
ち
ゅ
う 

よ
ろ
い 
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申し込み方法 

■は休館日 
●は土日祝 

図書館カレンダー  

１
　
月 

２
　
月 

開館時間 
平　日 午前１０時～午後１０時 
土日祝 午前１０時～午後６時 

開館時間 
平　日 午前９時～午後７時 
土日祝 午前９時～午後５時 

開館時間 
平　日 午前１０時～午後７時 
土日祝 午前１０時～午後５時 

中央図書館 駒込・巣鴨・上池袋・池袋・目白・千早図書館 雑司が谷図書貸出コーナー 

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 

図
書
館
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

主催／会場 
おはなし会開催日 スペシャルイベント 

１月 ２月 幼児・小学生 あかちゃん 

明 治 女 学 校 百 年  伊藤 榮洪 

千早図書館イベント企画 
◆千早進歩自由夢  
日　時　平成２１年１月１７日（土）午前１０時～午後０時３０分 

会　場　千早図書館　２階視聴覚室 

主　催　千早図書館友の会 

《講演》「それぞれの世界」　 

　講師　歌人・詩人　楠木しげお氏 

　『若山牧水ものがたり』の著者、楠木しげお氏をお迎えしてサト

ウハチローに師事していた頃の思い出や、若山旅人氏（牧水長男）

との出会い等々を話していただきます。 

《朗読》　はなしのぶの会 

　１部　　「サトウハチローものがたり」 

　２部　　「若山牧水ものがたり」より 

◆第２回「横山光輝アニメ映画上映会」 
日　時　２月２２日（日）　午前１０時～正午 

会　場　千早図書館　２階視聴覚室 

映画会　アニメ「三国志」上映 

   漫画家・横山光輝の晩年の代表作であるアニメ「三国志」

の上映を行います。 

　子供から大人、お年寄りの方々まで、ふるってご参加ください。 

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。 

図 書 館 イ ベ ン ト 情 報  
各図書館の連絡先 □上池袋図書館 ３９４０-１７７９

□池袋図書館 　３９８５-７９８１ □中央図書館 ３９８３-７８６１ 

□駒込図書館 ３９４０-５７５１ 

□巣鴨図書館 ３９１０-３６０８ 

□目白図書館 ３９５０-７１２１ 

□千早図書館 ３９５５-８３６１ 

　
３
頁
の
お
店
探
訪
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
㈱
マ
ス
ミ
さ
ん
で
、
組
み

立
て
式
の
茶
室
屏
風
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
下
地
骨
組
に
秋
田
杉
、

壁
の
上
貼
り
和
紙
に
越
中
悠
久
紙
を
使
っ
て
お
り
、
手
軽
に
運
べ
る

た
め
、
床
が
平
ら
で
あ
れ
ば
組
み
立
て
時
間
１０
分
で
、
ど
こ
で
も
畳

３
畳
の
広
さ
の
本
格
的
な
茶
室
が
で
き
る
と
い
う
。
和
紙
の
良
い
匂

い
す
る
空
間
に
す
っ
か
り
酔
い
し
れ
て
し
ま
っ
た
。（
光
） 

※ 申し込み方法は２種類です。 

※ ひとつの行事に重複して応募された場合、２枚目以降は無効です。 

※ 応募者多数の場合は抽選となりますので予めご了承ください。 

※ いずれも申込期限後１週間程度で当落の通知をします。 
 

１  往復はがきに①～⑤を記入し下記送付先へお送りください。 

（はがき１枚につき１件の申込みでお願いします。） 

①講演名 「２/１５講演会」　② 郵便番号　③ 住所　 

④ 氏名（ふりがな）　⑤ 電話番号 
 

◆申込期限：１月３０日（金）消印有効 

◆送付先：〒１７０-８４４２ 豊島区東池袋４-５-２ 

　　　　　ライズアリーナビル５階　中央図書館　企画調整グループ 
 

２  電子申請でも受け付けます。 

　 豊島区ホームページアドレス   http://www.city.toshima.tokyo.jp/

プロフィール 

米国コルゲート大学で英米文学を学び、日本語にも興味を抱き、

１９９０年に来日。当時、池袋に住み、池袋モンパルナスの代表的

な芸術家　小熊秀雄の童話に出会い英訳にとりかかる。同時に

日本語での詩作を始める。２００１年、詩集『釣り上げては』（思

潮社）で中原中也賞、２００５年、『日本語ぽこりぽこり』（小学館）

で講談社エッセイ賞、２００７年、『ここが家だ－ベンシャーンの第

五福竜丸』（集英社）で日本絵本賞、２００８年には『左右の安全』

（集英社）で山本健吉文学賞を受賞。 

 

 

中央図書館 特別講演会 

アーサー・ビナード氏 

申込不要。当日、千早図書館へ直接お越しください。※当日先着５０名、参加費無料 

毎週、おはなし会を開催し本の読み聞かせなどイベントを行っています。遊びに来てくださいね。 ◆児童・あかちゃんおはなし会  

中央図書館 
児童コーナー  

駒込図書館 
(駒込地域文化創造館) 

 
巣鴨図書館 
地下会議室 
 

上池袋図書館 
おはなしのへや 
（※は地下ホール） 
 

池袋図書館 
ワークルーム  

目白図書館 
地下区民集会室 

千早図書館 
視聴覚室 

日曜日 
午後２時  

土曜日 
午後３時 

 
水曜日 
午後３時 

 
 

水曜日 
午後３時 
 

土曜日 
午後２時  

水曜日 
午後３時 

水曜日 
午後３時３０分 

最終日曜日 
午前１１時  

―  

 
最終水曜日 
午前１１時 

 

 
最終水曜日 
午前１１時※ 

 

 
― 
 

第１水曜日 
午前１１時 

水曜日 
午前１０時３０分 

★１１日・おはなしこうさく会　　午後２時 
★１８日・アーサー・ビナードさんのえいごおはなしかい　午後２時 
★２５日・虹のポケットによるおはなし会　　午後２時 

 
 

★７日・ほんのじかん　カルタ大会　午後３時 
★２１日・ほんのじかん　工作（節分）　午後３時 
★２８日・すがもこどもえいがかい　午後３時 
　「福は内　鬼は外」（１１分）   ｢青い鳥｣（１２分） 

★７日・さくらんぼ　カルタ大会　午後３時（※） 
★２８日・さくらんぼえいがかい　午後３時（※） 
　｢ゆきちゃんのこんにちは｣（１９分） 
　｢ミッキーマウスのおたんじょう日パーティー｣（９分） 

★１０日・たんぽぽカルタかい　午後２時 
★２４日・たんぽぽえいがかい　午後２時 
　｢雪渡り｣（２３分） 

★２８日・めじろこどもシアター　午後３時 
　「注文の多い料理店」（１９分） 

★１日・おはなしこうさく会　　午後２時 
★２２日・NPO劇団ママス☆カカスによるおはなし会　午後２時  

 
 

 
★１８日・ほんのじかん　工作（おひなさま）　午後３時  
★２５日・ほんのじかん　スライド　午後３時 
 

 
 
 
 

★２８日・たんぽぽえいがかい　午後２時 
　｢鬼がら｣（２７分）  

★２５日・めじろこどもシアター　午後３時 
  「力太郎」（２０分） 

個性を育てた明治女学校 平成２１年２月１５日（日）　午後３時～５時 
会場「あうるすぽっと」会議室Ｂ 
募集100名　   参加費１,０００円 

第一部　講演 

「池袋から堪忍袋まで」 
　－ぼくの日本語ぽこりぽこり漂流記－ 
　　　　　　　講師　アーサー・ビナード 

第二部　アーサー・ビナード氏による詩の朗読 

講演会の受講を希望される方は、右下の申し込み方法をご覧ください。 

※特別講演会には、手話通訳がつきます。 

詩　人 

　「エジュケーション（教育）と申すは、引出す、開発す

るなどの意なり」 

　第２代の明治女学校の校長の巌本善治は、学生らを

前にこう述べ、さらに、「盆栽のような好みに合わせた人

を育てるのではなく、その人自身の資質を実らせ、大樹と

して育てるのだ」と、学校の教育の姿勢を説明している。

（『目下の教育法』）　この学校の姿勢が、「女性を正しく

見てくれるところ」（相馬黒光）として、多くの「アンビシ

ャス」な女性を魅きつけたのだった。この学校の言う「女

学」は女子教育の謂となったほどで、それが３００名を越

す学生数となったものだった。ところが、帝国議会の発足、

帝国憲法の発布とナショナリズムが高揚するに伴って、

キリスト教学の学校への強烈な向かい風が吹くようになる。

「在来の」女子教育の方向に関心が移り、学生数は激

減する。１００名ぐらいに減った明治３０年２月、麹町の校

舎が隣家からの火災で焼失するという災難が起こってしま

った。 

　校舎の再建は急務だったが、学生数の減少期と重な

って、巌本の苦労は大変なものだったろう。三井高保ら

の三井系企業や、卒業生らの義援金は集ったものの、

麹町での再建は難しくなった。無償での土地の提供を求

めなくてはならなかった。創立者の木村熊二の二歳年上

の桜井勉（内務省

の役人で、気象予

報を形成した）の

持つ、巣鴨庚申塚

の地に学校が移転

したのは、開校して

１２年目の秋だった。この時期からの明治女学校は、「後

期」とされ、黒光は前期に比べ「衰退」の時期だという。

『女学雑誌』もやがて廃刊に追いこまれ善治は校長を退

くことになるから、その指摘はそのとおりだろうが、善治の

回想では、むしろ「注目度が減った分、落ち着いた教育

活動ができた」と言っている。後期の「大樹」となる卒

業生は小手川ヤエ（野上弥生子）であろう。社会的に

も足尾鉱毒事件に重大な関心を持って行動しており、明

治女学校の理想は燦然たる輝きを失っていない。 

　明治女学校の移ってきた巣鴨庚申塚の地は、現在の

西巣鴨２－３０－１９、特別養護老人ホーム「菊かおる園」

のある一帯で、土地の人が板橋街道（旧中山道）とい

うそこから入った鬱蒼たる樹々に囲まれたところだった。大

分県育ちのヤエさえ「田舎」と思ったところだったが、創

立時の思いを燃やしつづけて、明治４１年１２月に遂に閉

校してしまった。短かすぎる２３年間だっただけに、いいか

えれば「明治の青春」らしい一時期をたしかに形成した

のである。 
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染井霊園に眠る巌本善治、 
若松賤子のお墓 

いい 

うっそう 

さんぜん 


